







































































































































































































































































































高  1967: 48］と，政府軍の将校に声をかける。
しかし将校は，「何でもないよ」「VCのやるこ
と，おれたちやるよ」［開高  1967: 48］と答える。











たような視線」［開高  1967: 48］で，「熟練家の







































































































































































































た」［開高  1966: 72］。「“私”は“眼”のもたら
すものの浸透と腐蝕を待ちうけて快よい空白の
硬着がおとずれるのをひそかに期していたの























































































したのである。［開高  1967: 30］
　「久瀬」は自身の立場を「闘牛の死を観客席
55開高健の短編三作に関する一考察









































































































































































































































































































〔投稿受理日2017. 4. 22／掲載決定日2017. 7. 6〕
注
⑴　開高健の経歴，書誌については，和泉書院刊の
浦西和彦（1990）『開高健書誌』を参照した。
⑵　なお開高は，『輝ける闇』の発表前に，ベトナム
戦争を題材とした長編フィクション「渚から来る
もの」を1966年から『朝日ジャーナル』に連載し
ていたが，この作品は単行本として出版されるこ
となく，19年後の1984年にようやく刊行された。
⑶　三作の引用は初出誌からとした。なお引用中の
旧字体は新字体にあらためた。
⑷　「十字架と三面記事」をふくむ，1968年から1973
年までのベトナムに関するポルタージュをまとめ
た作品として，1973年に『サイゴンの十字架』が
文藝春秋社より刊行された。本稿では「十字架と
三面記事」の引用にあたって，初出誌である『文
藝春秋』第47巻２号を参照した。
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